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:
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今
暫
ぐ

'農
村
圆
體
論
者
.の
說
く
所
を
聽
か

 

>フ
？：
元
來
農
材
說

の
创

始
者
ざ
も
兑
る
可
き
マ

.

ク
レ

T

W

其
の

■本
質
に
於
い
て
は
：マ
ル
タ
ゲ

ノ

ッ
セ

^

ン
ャ
フ
ト

'論
，者
で

.
ぁ
る
、彼
に
從
へ
.ば 

嘗
て
獨
逸
の

.國
土
は
悉
ぐ
マ
ル
ク
バ
を
中
心
ど
す
る

^
:

 

ノ
ッ
セ
：ン
シ
々

:-
■
フ
n 
hi

)
マ
ル
ク
ゲ
マ 

ィ
ン
デ

X
M
a
;
r
k
g
e
m
e
i

:a'

v3に
..

ょ
つ
て
組
：織

さ

れ
-
て
ゐ

' 
た

,0
こ
の
マ
ル
ク
ゲ
、マ

.
ィ

X

デ
た
る
も
の
一

ぃ；
’；.丨——

醫

囊

r
_ 

, 

- 

- 

.

は
軍
に
農
村
の
み

‘な

6
;ず
：都

7|
?
_
:
则
體

.も
初

'め
は
マ

,

ク：圈

fi
t
で
办
へ
っ
た
？
唯
後

.來
の
發

M
傾 

向
が
違
つ
た
爲
め
に
農
村
法
制
に
對
し
て

#
市
で
は
特
別
な
市
刺
が

0

0

し
て
來
た
の
で
あ 

る
。
(6
)
:即

^
市
政
龃
織

_
«揭
村
紐
織
殊
に
：村
落
マ
、
レ
ノ
ク

紐

織

か

、ら

發

展

し

た

も

0
で
、市
委
員
會 

(

シ
ユ
タ
ソ
>

ュ
フ
ー

ト

窟

〒

ク
；
土
ル

 

'マ
ィ
ス
タ
，ァ

(

g
l
j
.
l
l

)

の
直
接
の
後
繼
漭
で
あ
^
、舊 

市
民

‘園
體

U

ト
リ
ツ
 

'ィ
ブ
ー
又
，は
ヶ
工
ル
ン
市
：.の

Richerzeche

の
如
き
へ
市
制
龃
織
初
期
の
奶
⑷ 

®
有
者

)

は
村
落
の

' 完
全
耕
地

ff
i
所
有
者

(VollhufenbesitzerJ.

の
；後
：身
で
あ
り

'

世̂

-^
3

' 

は
期
な
る

)

市
場
取
締
權

.は

.農
，簿
利
落
支
配
權
の
結
果
で

办
り
、
#
落
並
び

(X
都
市
官
廳
«
公
權 

rK
官
廳
に

#
す

し
て
紐
合
的
性

«'
■
の
も
の
で
あ
る
事
、最
：後
に
郤
布
は
城
輩
を
圍
ら
し
た
農
村 

力
ら
發
生
し
た
事
等
を
，虫
張
す
る
の
で
あ
る

O
0
.こ
の
、殊
に
マ
ル
ク
ゲ
ノ
ッ
セ
ン

ン

ャ
フ
ト

€: 

都
市
.年
の

連

絡

は

後

人

0
研
究
に
：
ょ
つ
'て
否
定
：焚

^
れ

た

好

彼

®
.企
圖
、即

ち

都

市

發

生

の

前 

身
を
村
落
に
求
め
：兩
者
の
間
：の

V法

制

：的

：類
似
を
へ
求
；む

る

事

：は
，
ゲ

ォ

，：
ク̂
‘
_フ
：
ォ

ン•ベ
：
ロ
ォ
を
後 

繼
者
に
■■見
：出
す
事
に
上
つ
て
此
入
の〕

0

却

ょ

K
V救

は
れ
た
。

ベ
ロ
'.ォ
が
劍
i

出
し
た
所
の
も 

の
，は
：
5

レ

ル

の

マ

J

ダ
“

ッセンシャフト論

.か
ハ
ら
新
し
：い
形
式g

農
村
：圓
體
論
を
生 

み
出
し
な
の
：
で
_|)
る

:0
;
':
.ノ 

，
'ぐ

；
：
：
：

S
一
 
ナ
一
卷
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.ンー
兀
來
農
村
圓
體
論
は
都
市
發
生
の
前
身
を
農
村
に
求
め
た
る
常
識
的
な
發

展
現

象

的

翻

察 

に
特
色
か
あ
り
又
其
處
に
强
味
を
有
す
る
の
で
あ

;
、蓋
し
都
市
發
生
以
前
の
狀
態

i

し
て
は 

■

農
«-

利
落
的
存
在
，を
の
み
考

.：へ
る
事
が
許
さ
れ
て
ゐ

'

る

か

ら

で

あ

，る
、
都

市

'
は

事

實

上

農

村

ょ
 

Pも—

後
_
0

發
達
で
あ

.

何
物

「

か
x
te

在
.：の
組
：織

：

——

農
耕

#

落
組
織

.——

に
働
い
て
此
の 

新
称
組
織
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
、

'-
.
し
の
故
を
以
つ
て
都
市
法
制
組
_
も
亦
村
落
法
制
紐
織 

ビ

の
關
係
に

於

'い

T
觀
察
せ
ん
ヒ
す
る
は
研
究
の

疋
路
ヾ」

稱
す

ベ
し

ど
爲
す
者
が

あ

る

0
(9
)

然

し
此
の
說
は
前
述
し
た
法
制
史
的
舰
念
ど
經
濟
史
的
觀
念
の
混
同
を
意
味
す
る
。
蓋
し
：經
濟

.
 

史
的
に
は
都
市
鈕
織
は
農
村
紐
織
以
後
の
産
物
で
あ
ぅ
、經
濟
的
文
化
の
進
展

i
共
に
發
生
し 

た

1' 

制
度
に
外
な
ら
な
い
、，が法
制
史
的
に
は
、農

.村
：ど
都
市
の
關
係
が
か
く
あ
る
が
故
に
、®
其 

れ
丈
け
の
理

*

H

を
以
！つ

て

市

制

史

.0
淵
源
を
農
村
：制
に
關
係
せ
，し
め
又
^
こ
の
兩
者
を
關

 
'係 

.

せ；
.し
む
る
を
以

.つ
て
，研
究
，

.上
'の，
1£
道
な
り
？
解
釋
す

る

は
尙

I早
で
あ
る
。
獨
逸

.市
制
の
.岛原 

:

を
.裁
判
制
度
莊

11
1
.制
度
，文
は
ギ
ル
ド
組
.織
に
求
む
る
方
法
ね
又
直
ち
に
研
究
上
の
.邪
路
で
貶 

さ
る
可
き
で
な
い
。
唯
上
述
の
リ
ー
チ

:
ル
も
認
め
た
る
が
如
ぐ

(

註
一
〇

)

農
村
圓
體
論
啬
殊 

I
フ
ン
ヘ
口

'
オ

0
論

r

0
勝
れ
た
る

r
以
は

»
市
を
以
つ
て
先
づ
一
個
の

o
§
s.
p
a
eな
P 

£

屢

羅

^
^

I

l

f
 
I
,
;

分I

I

I
隊
^

觀

瘵

し

た

S

に

あ

る

CI
O
)

『

济
市
.は

觀

念

:^
に
も
亦
歷
史
的
に
も
先
つ

/第

j

に
ゲ
マ
ィ
ン
デ
で
あ
ぅ
然
る

.後
裁
判
管
區 

ど
し
て
現
は
れ
る
、豫
め
シ
ユ
タ
ッ
ト
ゲ
マ
ィ
シ

デ
な
る
も
の
が
形
成
さ
れ
て
ゐ
な
い

の
に
都 

::
市
裁
：判
制
が
存
在
す
る

S

ふ
事
は
不
可
能
で
あ
る
、都
.市
裁
細
制
度
は
都
市
圆
體
の
特
殊
の 

必
惡
を
掛
酌
し
た
裁
判
制
，度
で
あ
る
、そ
れ
丈
け
都
市
裁
判
制
度
は
稍
»
次
序
的
の
も
の
で
あ 

る
。
都
市
の
あ
ら
ゆ
る
他
の
特
質
、裁
判
制
度
軍
事
鈕
織
財
政
制
度
等
の
方

1|
に
於
け
る
都
市 

の
特

1|
!
は
地
域

^

公
共
圓
體

v
j

し

て

の
«!
市

が

自

、
ら

獲

得

し

た

も

の
に
翁
ぎ
な
、。
次

I'
11
> 

.市
圓
體
發
生
に
對
す
る

.問
題
も
都
市
法
制
發
生
に
對
す
る
問
題
中
戰
：も
重
製
な
る
も
の
で
あ 

る』
V (

E
e
i
o
w
,

 ii
n
t
s
t
e
h
u
n
g 

d
e
r

 

s
t
a
d
t
g
e
m
e
i
n
d
e
v

彼
に
從
へ
ば
獨
逸

0
昔
に
は
唯
農
村
圓
體
丈
け
が
存
在
し
た
。.都
市
圓
體
の
最
も
早
い
痕 

跡
も
獨
逸
民
族
の
祖
先
に
關
す
る
最
初
の
記
錄
に
輝
る

 
> 
事
一
千
年
以
上
で
あ
る
。

こ
り
ゲ 

マ
ィ
ン
テ
ど
し
て
の
共

®
點
に
注
目
し
て
農
村
並
び
に
都
市
の
類
似
、

_

の
：發
墀
的
特
殊
現
象

..
 

を
求
め
る
所
に

：r

 

ロ
ォ
の
特
色
が
あ
る
、換
言
す
れ
ば
ゲ
マ
ィ
ン
デ
な
る
存
在
が
彼
の
研
究
目 

5

」

な
す
。
今
茲
に
ゲ
マ

'
 
ィ
ン
デ
フ
ェ
ル
フ
ァ
ッ
ス
ン
ダ
の
理
論
に
入
る
必
要
は
な
ぃ
、獨
逸
が 
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^

JI
1
T 

独
古

i

り
農
村
團
體
に
分
か
た
れ
：て
ゐ
た
か
否
か
、往
昔
の
ヲ
名

K

ダ
マ
4
ン
デ
の
紐
織
を
今 

归
0
利
制
の
如
く
ゲ
マ

-
外
ン
、
デ
フ
エ
ル

:フーァッス

Z
グ

S同
じ
も
の

1V
J

し
て
論

^
得
ゐ
や

：

否
や 

の
I.
^
之
れ
を

.論
じ

^

い
.唯
農

.刺
圏

®

論
蓉

Q
主
張

«

«
市
の
地

.城
的
公
^
圈
體
性
を
强
調 

^

冷
ね
ゐ
ゐ
を
指
摘
变
る
に

.、止
，め
る
ド

K
に
f 
ロ
ォ
の
主
張
す

.る

.所
は

、
中

世

の

：
農

材

圓

體

に

十

定

の

.：行
政
：的
職
能
の
存
在
し
た
摩 

を
0

ぐ
、中

世

_
家
は

.其
の
職

.0

を
司

法
®

事
外

交

財

政
の
四
方

而
に
限
つ
た
、從
つ
て
內
地
行 

政
の
方
面
は
：地
方
；公
；共
圓
體
の
關
係
す
：
石
問
題
で
あ
つ

た
、，」

の
點

は
；地

方

公

共

幽

體
が

自
已 

の
權
能
に
.於
ぃ
'
て
.處
理
：す
：̂

き
性
質
の
も
の
で
あ

.，
る
。

この；：

內
、政

的

關

係

が

都

市

に

於

い

て
 

»
市
々
制
組
織
の

:*
質
を
：形
成
す
る
所

^
も：
.
©で、很
市
々
制
細

_
0
.特
性

.で
あ
る
。
し
か
し 

r)

の
肉

政
的
職
能
は

&

に
農
村
團
體
'.の內
邵

U

於
い
：

T

發
達
，し
で
ゐ

た
、故
に

農
村
團
體

ょ
&
 

後
邦
の
：：所
產

■«
:る
都
市
圈
體
は
；

;-
の
；點
：に

剛

す

石

ゲ

マ
4:
ン
デ

^
チ
.
ル
フ

I

ス
ゾ
グ
を
農
村 

ょ
り
：承
.繼
；し
た
も:

の
ば
云

U
ね
ば
な

^
ぬ
。.
此
の
虫
張
に
對
し
て
ベ
ロ
，

ォ
が
援
用
す
る
所
の
：
 

記
錄
：的
琳
實
：は

探

*
衡
劁
度
：で
あ
V
、農
村
に
；
於

if
る，其
の

.行
政
官

(
w
i
r
m
a
s
t
e
r
)

は：亦
後
代
の
 

■

■r
t
i役
：員Q

中
1
4

も
兑
迚
ム
ぅ
る
ゼ
云
ふ
の
で
ぁ
る
；

こ
の
說
に
對
す
る
ハ
ク
，

r
T:
ン
デ
ル
の
批
評
は
鋭
い
、

(p. 

s
s
d
e
r

 : 

Geschichte 
des deutschen 

(sgt
e
w
e
s
e
n
s
.

ザ
ン
デ
ル
は
ラ

>
ド
ゲ
マ
ィ
ン
デ
の
存
在
を
初
期
中
世
に
は
求
め
な
い
、中
世
國 

家
が
內
政
的
職
能
を
遂
行
し
な
か
つ
た
マ

」

云
ふ
主
張
を
シ
ュ
モ
一
フ
ァ
の
度
量
衡
制
度
論
に
左
袍 

し

て

否

定

す

，
る
、
地
®
的
公
共
團
體
の

.性
質
を
社
會
學
的
に
解
剖
し
て
農
村
圓

.體(

殊
に
中
世
紀 

的
.農
民

11
體)

ミ
都
市
圓
體

0
:|1
體
的
性
質
上

0
相
違
を
說
く
、ニ

3
:に：す
れ
ば
べ
ロ
ォ
の
學
說 

は
利
：市
法
制
淵

.源
に
顺
す
る
研
究
を
尙
ほ
一
層
昏
迷
に
陷

.ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
ど
。
此
の 

種
：の
批
評
は
.今
暫

.く
：避
け

.る
、し
か
.も
農
村

11
,體」

說
.は
な
ほ
有
カ
な
る
反
對
論
を
他
方
面
に
見 

出
し
た
の
で
あ
る
、其
は
彼
が
否
定
せ
ん

ぶ
レ
力
め

.た

I
m
i
n
s
t
s
t
h
e
o
r
i
e

や

G
s
t
h
e
o
r
i
e

の.方
面
で 

な
ぐ
て
所
撕

M
a
r
k
t
t
h
e
o
r
i
e
x
^
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ニ

農
村
ょ
り
都

'市
の

發

生

す

る

ど

の

說

に

對

し

て

，は
往
古
の
農
衬
的
：，特

質
又
は
龃
織
を
破
壤 

す
る
新
作
用
が
其

.處
に
求
め
：ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
れ
を
假
に
有
機
的
關
係
き
名
づ
け

.る、こ
 

の
關
係
は
流
通
經
濟

組
’織
下
の
市
場
制
度
で
あ
る
。
農
村
圓
體
說
は
此
の
點
に
特

(1
注

£1
す 

る
5

な
ぃ
、之
に
對
し
て
市
場
法
說
は

te
に
一
一
個

0
.提
雜
を
示
し

.て
ゐ
る
、

ll
l
iも
都
市
發
達
の 

出
發
點
へ
、

」

し

て

は

常

に

一

個

の

#
定
' の
.地
域
圈

.體

.丨
元

，

來
は
市
場

.園
體

I
が
決
定
さ
れ
て
ゐ 

る、數
個
の
農
村

^
合

一

し
て
一
つ
の
■
市
を
形
成
し
た
ど
云
ふ
例
は
之
れ
を
從
來
如
何
な
る 

都
市
に
も
見
聞
し
な
い
⑴

k

に
飨
こ

Q

點
は
か
ゝ
る
新
作
用
の
現
象
た
る
市
場
を
舊
來

0 .
村 

落
の
中
に
設
置
し
た
も
の
は
少
く
、ラ
ィ
ン
左
岸
の
獨
逸
鄱
市
は
い
づ
れ
も

j.

個
の
#
別
の
市 

場
聚
落
圓
體
で
市

®
を
其
の
中
央
に
設
置
し
た
農
村
聚
落
で
は
な
い

⑺' 

所

■
*
馬

»
市
、並
び 

に
自
然
に
發
生
し
た
市

.場
を
除
け
ば

(

後
者
は
其
の
全
體
に
對
す
る
意
義
が
極
め
て
贫
弱
で
あ 

る
-

)

獨
逸
ラ
ィ
ン
右
岸
の
都
市
は
市
場
開
設

ぶ
レ
云
ふ
技
巧
に
ょ
つ
て
發
生
し
た
も
の
で
あ
か
、市 

第
二
十
ー
卷
ベ
ー
四
七
.五)

市
#
ミ
.都
市
發
生 

第

十

一

號

四

芄
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、 

場

：.而

設

漭

は

自
己

權

力
の

中

央

に
.
市

場

，
を

開
設
：し

典

の
結

果

「

獨

逸

に
は
全
ぐ
一
個
の
自
由
を 

持

っ

た
地

方

圈
體
の
居
住
す
る
村
落

又

は

其
の

耕

作

地

關

係

で

は

個

々
の
割
當

耕

地

®

丈
け

が
.
.數
人
の
地
主
的
友
配
者
：に
許
さ
れ
.て

ゐ
る

村
落
が
數
西
數
千
存
在
す

る
か

も

知「

れ

な

い

が

A 

7 

/
> 

. 

f 

ア
ル
ト
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト

市
場
相
市
發
展
出
發
點

は

是
等
傅
來
的
自

.
_

の
村
落

P

は

«

か
つ

た」

。g

こ

の
.點
を
看
過
し
，

た
の
が
マ
ウ
：

^
ぺ

べ

ロ

；
ォ

、
コ

' 

ィ
卜

yン
、ダ
ァ
，
ダ
ス
：等
農
村
：：圓
體
說
主
張
者
の
一
大
弱
味
で 

あ
る

*

y
j
.

°

M
a
&
r
e
c
l
l
t
&
e
o
r
k

は
元
來
ゾ
ー

.
ム
に
よ
：今

n
u
d
o
】f s

o
h
m
: 

s
e Entstehung 
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w
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w

A
l
o
y
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c
h
u
I
t
e
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e
i
c
h
s
a
u
e
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s
s
t
e
g
r
a
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g
g
e
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i 
日 

lo. 

u
n
d
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Jahrhundert. 
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fdr 

、IJreschlchte.. des.oberrheins, 

N
e
u
e

 

Folp-e, 

V. 
2 

I
8
U
〇
.

殊

に

市
揚
法
說
に

1

5?
な
活
氣
を
與
へ
た
の
は
最
後
の

も
の
即
ち
シ
ュ

ル
タ
に
よ
つ
て
公

名
れ
た
未
公
刊
の
ラ
ド
ル
フ
ッ
十
ル
市
建
設
徐
許
狀
ー
ニ

 

I.

G

0
年)

並
び
に

k

レ
ン
ス
バ
デ
バ 

市
の
，
！
〇

七

五

年

特

許

狀

の

註

，

で

あ

.つ
た
。

之

は

設

定

•商
人
の
定
住
を
取
扱
つ
た 

名
の
で
、彼
等
は
全

然

耕
地
を
持
た
灯
、

«
牧
場

II
I
林
に
用
益
權
を

_
め
ら
れ
て
ゐ
る
、新
設
せ
ら 

れ
た
市
場
は
特
別
裁
判
區
域

y

レ
し
て
領
域

^
!判
法
に
服
さ
な
い
、等
の
事
が
规
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
 

之
れ
即
ち
ニ

 

.
Vッ、マ
ゥ
レ
ル
等
の
主
張
の

適

合
せ
ざ
る
反

0

で、反
對
に
市
場
固
體
市
場
裁
判 

法
を
有
す
る
市
裼
が
都
市
を
浏
る
、都
市
を
生
む
も
の
は
市
場
_
活
並
び
に
商
人
で
あ
る
ざ
な 

す
市
場
法
說
に
對
す
る
，實
證
で
あ
る
。
然
し
截
然
た
る
市
場
法
論
者
は
ル
ド
ル
フ

•ゾ

I
ム
で 

あ
る
？彼
の
主
張
が
明
瞭
な
る
所
以
杖
其
の
主
張
に
於
け
る
態
度
が

『

常
に
、又
法
制
史
に
於
い 

T
も
目
的
に
達
す
る
も

0 

U多
m

政
治
に
非
す
し

T

m
獨
政
治

.で
あ
る

』

：基
ふ
に

M

i
 

,

)

.0
研
究
態
度
は
又
其

©
結
論
に

.於
や
て
都
市
發
雜
並
び
に
發
展
を
ダ
ル
マ
¥
玛
族
の
王
政
に 

負
ふ

ビ

の
結
語
に
對
句
を
麗
出
し
て
ゐ
な
ゾ

I

ム
の
主
張
は
市

'場
.開
設
を
王
權
に
歸
.着せ 

亦
め
た
る
に
特
色

V
J

觖
陷
が
存
す
る
、彼
に
從

木
ば
都
市
法
制
«
市
場
法
賦
與
の
现
象
に
起
因 

す
る
：、之れ

.に
ょ
つ
て

'マ
ダ
ク
卜
レ
ヒ

.ト
の
下
に
立

-Q
土
地
は
國
主

0;
ズ

均

し

き

も

の
 

這
！i

め
ら
れ

ft
Q
.資
格
に
對
し
て
國
主
の
ブ
グ
ク

.
フ
,—

デ
を
賦
：與
さ
れ
る
、此

の

«
實
，か

&

#;
ニ
十
5 

(
I

四
七
.七
.

)

市
f

都
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發
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漸
次
進
ん
で
都
市
法
制
の
發
展
が
說
明

さ
れ
る
、又

郤
市
法
制
の

B

M

は

か
ぐ
し
て
國
王
の
權 

力
に
甚
ぐ
が
故
に

國

王
の
權

力
に
倚
據
す
る
事
な
ぐ
唯
，單
に

M

il
法

べKo
r
p
o
r
a
t
i
o
n
s
r
e
c
h
t
)

を
具 

有
す
る
に
過
ぎ
な
い
農
村
法
制
に
對
し
て
郗
市
は
公
法
的
地
位
を

_

保
す
る
の
で
あ
る

i
 

.

此
の
最
後

.の
點
は
彼

^

觀
察
中
最
も
深
遠
.な
る
も
の 

非
難
を
し
て

.

は
、彼
が
研

洗

態
度
の
：舉
獨
政

治
を
保
持 

な
か
つ
た
が

故
に

當
然
ラ
ド

ル

フ
ッ
エ

,の
市
場

^
 

岸
の
.羅
：馬
都
市

に
對
す
.る

彼
の
理
論
的

缺
陷
は

脆
ぐ 

で
都
市
法
制
龃
織

S
變
化
す
る
事
は
匁
い
、市
場
目
設 

を
開
い
た
か
も
知
れ
な
い
が

直
に
變
化
し

た
も
の

S

さ>>_

ユタットレヒト、マ

-ルタトフリ

ー
デ

，じ
シユ
 

ト
プ
レ
シュ

タ

ッ
ト

ゲ
リ
.ヒ
ト

マ」

は
本
質
上
別
嚼
の
も

來

f

殊
に
又
王
權
に

a
及
し
た
點
は
市
場
開
設
に 

ゐ
る

「

地
主
的

■支
配
者
の
市
場」

の
觀
念
ビ
反
す
る
.所
が

ぶ
レ
さ

れ

.T
ゐ
環

又
ゾ
ー
ム
に
對
す
る 

し
て
現
象
の
多
種
多
岐
の
傾
向
を
認
め 

設
以

前
に
存
在
す
る
ラ
ィ
ン
、ド
ナ
ク
ル

" 

も
表
は
：さ
れ

る

、又
市
場
法
特
許
が
其
儘 

市
場

11
®
の
公
認
は
郤
市
法
制
へ
の
路

は
考
へ
ら
れ

S

に
マ
ル
ク
ト
レ

ヒ
ト 

タ
ッ

ト
フ
リ

ー
デ、又
マ
ル
タ

ト
ゲ

リ
ヒ 

の
で
ぁ

.る、等の
論
難
を
ぁ
げ
る
事
が
出 

つ

い
て

W

究
的
の
一

.
般
的
承
認
を
得
て 

ぁ

る

。
I

般
的
研

究

は
開
市
權
徵
租
權

力
王

f
fで
.あ
る

.力

否

か

に

拘

、ら

t
、實際

.上
又
は
理
論
上
市
場
は
常
に
其
の
所
在
す
る
土

地

诉

-r.
-̂#，
>-
$
.
-
i'
:>̂
J
-'€
>=
.:_
-=
_
J
^
S
V
;
.
r
v
f
;
t U

有
者
の
支
配
關
係
内
の

I

制

度

で

あ

る

？
認
め
て
ゐ
る

' 

故
に

f

市
の
所
謂
ハ
ム
法

t

 

は
其

0

旅
因
を
他
の
方
面
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
、パ>

^

ザ
ン

デ

,

0
主
張
す
る
所
に
.ょ

ば
都
市
法
制
の

<

5

的
性

2

都
S

經
濟
的
性

f

於
ぃ
て

I

っ
の
特
別
な
流
通
市
場

の
は
必

す

し
も
國
玉
の
王
權
的
發
動
を
ま
た
ぬ
、中
世
の
法
制
に
あ
ゥ
て
は
國
？
以
外
の
實
ー 

權
カ

.の
所

I

は
.國
王
の
認
許
の
有
無
に
拘

I

公
法
的
權
力
を
持
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る

、
„ 

の
地
方
的
公
法
的
權
カ
が
流
通
交
為
の
現
象
に
ょ
っ
て
喚
起
せ

&
れ
て
新
し
ぐ
形
成
し
た

】 

度
か
即
ち

^
市
法
制
な

0
で
あ

.る
^

。

s 

.

ソ
ム

‘
の
研
铲
態

&
は
勿
論
多
ぐ
の
反
證
論
難
.を
生
む
が
當
然
で
あ
る
、こ 
> 

に

梁

管

( 

穴
|

£
の
十
場
法
說
的
主
張
を
其
の
對
照

,、

」

：し
て
擧
げ
る
辦
が
出
來
る
、ク

ー
チ

ユ
エ
ル
は
ゾ
，
 

’ム
.の
單
獨
政
治
、に

對

し

T
多

®
政
治
、を
是
認
.
.す
气
獨
逸

.现

：在
の
，
都

市

を

三

猶

類

に

分

け

て

业
 

の

各

に

違
ク
た

發

.生

傾

向

丨

正

し

ぐ

云

へ

ば

：
發

生

'手

續

I

s

在
へ
し
て.
f

を
，
認

め
.る
。i

 

I

 

r
f
a
の

も

の
'は

所

謂

羅
'馬

都

市

で

：
あI

ヾ
i

の
：1

.1

.場

：定
.住
i

is
l

 

f

;K
r 

ぅ
第
三

®

の

都

市

は

：
農：.耕
村
落
卜

都

市

權

の

赋

與.せ
ら
：れ

な

务

も

の

,

f
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位
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逸
和
比
即
市
研
究 

夂
觚

1

ぁ
る
。
(8
)
今
茲
に
彼
の

第
二

著
に
於
い
て
到
達
し
た
結
論
を
煨
げ
様
ぶ 

上
一)

，.
獨
逸
-

に
於
い
孓
最
取
の

(

都
市
は
ラ

4

ン、ド
ナ
ゥ
へ
沿
華
に
在
が，纖
腠
都
市
即
ち
以
«
资 

e
l

a
t

e
s

ざ

c
l

u
a

-
^

又
は

®

め
T

少
.
數
な
城
廓
の
私
る
®
題
內
地
_の
都
市
{例
へ
ば
グ
ュ
ル 

マ
ブ
ル
：
等

^

是
等
の

地
“

»:
い

て

は

商X

寒

^

睐

に

卑
 

<
 

ょ

り

營
i

れ
て
ゐ
た
、是
等
の
都 

市
で
は
一
般

に
.裁
«
刺
度
上

Q

飯
除
が

か

っ
へT
総
濟
的
法
制
的
の

「

特
殊
事

®.
.
か
ら
曝

®
法
制 

。
多
ぐ
の
點
に
於
い
て
興
つ
た
法
规
が
生
じ

! :

ゐーた。
蛾
壁

' 

の
ぁ

る
土
地
、カ
ル
ク
ミ
し
て

# , 

殊
の，平
和

.亂
倮
®
を
持
つ、が

«

落
制
度
か.ら
余
然
本
質
的
に
連
つ
た
性
質
の
：都
市
圓

«
法

_ 

な
々
も
の
は

'

後
世
.

に
'
.な
つ
て
、他
の

.

獨
逸
郤
市
の
影
集
を
受
呔
て

'

は
'
:
'
&

め
で
最
讓
の

-羅
：

馬
都
市

l

l

l

i

l
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U

鐘

” 

没
I

彼
^

^

^

^

^

^

^

^

ケ 

k

tf
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i

i 

I

„

、
淖

も

'
瑰

は

：
れ

允

.
現

'
象

：
t

あ

：
る

o

,

へ
',:‘
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ソ
ニ 
一

) 

0

0

利
市
の
第
ニ

麵
.辞
市

1
.
ず
わ

!«
の)

本
，體

.は

.市
'場
'地
へ
に
變「

化

し

た
農
ー
村
翁
で

な 

て
市

^
に
隨
從
"ル
て
發

.生
：し
た
.商
±

«

考 

ぁ
P

一
般
に
一
個
の

_

L

 

:

2
ぐ
は
特
殊

'の
：法
雜

«
裁
.：判
的
宗
：敎

.的

暫

：區

：，を
_

成

す

る

もI

ぁ

ぅ
、又
城
壁
の
育
無
を 

似

？

て

利

市
ビ
單

なる
..

市

場

ゴ
に
.差
別
：せ
.
：
6 

; 

>

性
;«
.の
'も
.の
.で
.
.ぁ
る
。

此

の

市

場
0
.
0
0 

體Q

裁
判
，制

度

は

裁
!
： I

:

に
變

.化

.し
：た
か

« :
_

_

‘
で
は
.な
へ
ぐ
最
初
よ
P 

_
構
成
，ヌ
は 

栩

驴

に

於

い

て

は

領

域

裁

判

法

に

相

^
す

る

も

の

で

Iぁ
る
、市

場

定

#
園
赠
.の

法

律

は

市

*
交 

a
 

W
で
，は
な
.

」

：い
、こ
の
.定
住

幽

體

の

特

殊

な

經

濟

.的

關

係

の
勢

力

の
下

に

變

形
し

た
® :
き 

法
i

で
ォ
つ
へ
多
ぐ
の
堤
に
於
し
て

;/
1
羅
姆
都
市
の
法
制

.に
類
，似

し

て

ゐ

る

が

就

中

商

人 

'
'の憤
潜
法
の
規
定
を
事
分
に
其
め
中
は
含
ん
で
ゐ

.る
も
め
で
ぁ
る

o

市
場
聚
落
画
體

a
村

落 

よ
り
も
よ
り
高
い
年
和
保
證

s

T

ゐ
.る
が
資
は
市
場
圈
體

ぐ
し
レ
て
の
資
格
に
於
^
て
く 

は
な
い
、大
部
分
の
，市
場

.聚
落

'
.削體
学
に
市
場
都

.市
を
支
配
す
る
和
科
ぶ
る
も
の
は

H

トのフか

- 

和J
S

地
域
化
し
た
も
の
で
は

.：ない
、其
は
ブ
ル
ク
フ
ジ
{
デ
で
ぁ
る
か
又
は
ブ
ル
ク
フ
リ

ー

ャ
 

に
倣
つ

た「

¥

»
保
醪
に
外
な
ら
な
い
。
啤
場
乘
落
幽
體
ほ
村
落
さ
等

じ

^

m

^

0

i

ぁ 
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第
卜〗

賊 

5
1

る
垆
其
の

'
.建
^

の
.

方
法
が
初
め
よ

.

り
作
用

h

T

農
#

，脚

體

好

王

：
政

的
«

織
：
な
：
る

に»

し

て

、
都 

茆
S I

織

の

；
市.
委
員
會
に
供
の
特
色
を
示
す
別
種
の
法
制
組

_

織
で
あ
み
、こ
の
都
市

# ?

M1
# ^
M ?
« I 

は：.
後
に
.又
*

馬
«

.

市

に

：
も
：
傳

承

さ

：

.

れ
：
た。
，

#

§)

第
三
揮
の
獨
逸

«
市
は
：村

落

で
あ

?

、其

0
.關
係
は
，；.舞
に
成
立
し
た

.郤
市
法
；制
又
.は 

.
布
場
法

^

が

1
つ
.：Q
村
落
：に
轉
承
さ
れ
る
事
に
よ

.

.つ'
て
發
生
す
る
も
の

'
:で決

'し
て

「

農
村
の 

杓
部
に
市
場
法
的
調
係
が

.發
生
：し
て

.來

る
'
の

で

は

.f
f
い
、典
趣
の
都

.市
發

生

法

は

獨

逸

都

市
發 

達
：史

中

^
較
.的
重
：要
な
も
の
で
な
，い
。
§ 

.

.

二
、

丨
チ
：
'ェ
ル
の
：市
.：場
法
.說
は
如
上
；三
.個
の
結

.論
に
到
達
し
て
ゐ
る
：、

#
蹲

都
市
發
.生
を
こ
の 

ill

ff
向
に
，，处
ま
し

-た
.//
^
;彼

q
.

業
績
の
，J'
で
ゃ

る
，、彼
.の
主
.張
の

$
心
.は
市
，場
都
市
，發

生

S&
に 

ン
:
;:
:
办

$
、シ
.ュ
モ
ラ
'ァ
の
批
評
す
る
が
如
ぐ
淇
點
聊
か
主

'張
の

過

偏

..の
厭
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
ざ
卟 

.
#

逸
莉
市
の
.
或

®'
の
ー
务
の
が
朋
：
か
；
に

市
«
定

，住_

係
よ
：
K
yfe
存
村
落
の
侧
に
發
生
し

.た
事
、
* 

初
.の：都

^

又

は

市

場

固

獰

は

：
純
-
商

X

業
的
：傾
向
の
' も
.の
'
で
'
あ

つ

た

齊

各

市

場

發

達
0 
0

0

附 

近

農

，村

圓

、
體'
0
-編
：
入

或

；
ひ

减

市

：

.場
の

豫

ー

期

の

如

〔

く

M
0

せ
.ざ
ぅ
し
爲
め
農
村

デ
じ
へロ®
せ
ら
れ 

所
：謂

"，舞

耕

：郡

市0
,麥
成

.等

-{
:
'よ
つ
て
農
業
的
色
彩
を
帶
ぶ
る
に
到
つ
た
事
等
の
主
張
は
郤
市

^

寒
-
-ニ-
、
“ 

-

<■
—■

法

制

史

研

究

上.0
,

1
收

獲
'

.

で

ぁ

：
る12
>

:

此

の
最
.後

0

®
、か
世
都
市
は
屢

i
濃
厚
な
，農

.業
'的
.色
彩
を
有
し
.て
ゐ
た
ご
の
一
般
：的
見

® 

に

®

い
て

V
丨
チ
ュ
ノ
 
,

は

市

場

圏

體

の

純

商

工

業

的

性

質

を

力

說

す

る

'羅
埸
都
市
內
部
に
は 

純

1

1

住

民

養

|

以
外
に
.多

く

の

他

階

級

職

業

の

者

即

ち

農

民

、領

I

司
、家

士

等 

:0
fc
在

ヵ

認
め

ら

れ

，
る

に

對

し

でg

ラ

ィ

ン

右

岸

獨

逸

の

市

場
團

體

の

聚

落

潘

は

悉

ぐ

メ
 

, 

力レスてぁる此の事實は彼の市揚法說的.
主張に於いて

表

而

上

丈

け

で

も

可

な

ぅ
 

蜇
耍
な
も
の
で
な
：け
れ
ば
：な
ら
な
い
、彼
は
其
の
主
張
の
爲
め
に
常
に
孤
立
的
な
商
エ
業
的
市 

|

體
、の
姿

.を
菩
人
の
服
，前
に
提
供
す
る
に
勉
め
右
、其
の
結
果
シ
ユ
モ
ラ
ァ
の
如
き
は
リ

1 

チ

ル

0

杞
究
性
質
を
無
視

?

)

し
て
、か

\

る
孤
立
的
商
エ

'業
圈
體
の
存
.在
は
事
實
不
可
能
で 

?

考

.へ

る

事

が

出

來

？

な

し

，
た

.

g

彼

は

市

場

固

體

が

_發
.生
'し
た

附

近

に

蝕

に

存

'在
し
て 

ゐ
.た
敎
#

又
は

.國
王

0
館
或
ひ
：は丨
て
個
乃
_
數
個
の
村
落
士
合

V

J

體
：ボ
し
て
考
ふ
る
に
非
ず

 ̂

 ̂

 ̂

« 

5
#
 

 ̂

 ̂

0
で
な
ぃ
美
張
す
る
。、
こ
の
本
質 

的
に
は
經
濟
史
的
批
，評
は
實
際
上
リ
ー
チ
ユ

H

ル
の
硏
究
、
#

場
.法
說
は
何

_

|«
.係
が
な
い
の
：で 

I

彼
は
常
に
市

場
I

落

0
侧
に
發

'生
、厳
密

.m
云
へ
ば
：
.設
立
せ
ら

I

ぎ
を
說
き
、f

唯
か

1

5
..卷 

C

1

1) 

I

I

I
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■
上
嘰
耷

■
に
‘
’於い

'
:て
譲
货
辱
落

i

同，
■じF

策

い
歌
墓 

眠
す
る
の

••
!
?

"ぁ
：る

.、經

«
.的
有

_
的
：合

ニ

：

體
は
：法
制
的

#

機
的
免
了
性

#

®

_し
な
い

|[
1
敗
関 

體
ゆ

»
の
.聚
動

»
の
*
動
エ
業
的
性
質

^
ら
發
じ

：

た
曝
初
か
レ
吸
特
别
说
法
制
的
團
體

も
し 

て
命
在
す
：
る
：の
，で
'
.ぁ
：る
'
o
r.;
*
こ
.、
に
-タ

1 

ユ̂エ' 

■
»

齡
、fc
的

%
:究
も

«;
_

史「

晚
研
究
の
發
界 

が
明
白
に
示
ぃn

r

れ

で

，
ゐ
；、
る
。

以

下
■ろ

f
チ
.
£
/K
-
d
:
.
_
-p
'
で
»

#

«取

0

^

#法
.晚
發(

生
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、

る

諸

點
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察

し
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义
丨
チ
チ
ュ
ル
に
從

'へ
ば
獨
逸
ラ
ィ
シ
右
岸
の
市
場
.の
多
ぐ
又
沮
つ
有
力
な
る
も
の
は
人
爲 

的
建
設
に
基
ぐ
も
の
で
あ
る
⑴
：故
に

.菩
々
は
先

「

.づ
開
市

*
:に
就

.い
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

' 

黹
場
開
設
權
な

.:
&
び
に
市
場
關
税
權
は
古
き
起
原
の
如
何
に
拘
ら
す
，王
權
に
®
す
る
も
の
で 

あ
ゥ

な
が
ら
間
市
徵
税
の
一
實
權
は
«
め
關
係
す
る
土
地
の
領
域

g
;

所
有
漭
は

M

し
て
ゐ
た
も 

の
で
あ
る
、故
に
闕
市
に

：

關

_

る
國
澤

0
特
許
站

^

::
!
)な

が
ら
か

> 
る
*
設
■市
場

^
常
に
地
主 

的
支
配
者
の
市
場
で
あ
つ
て

'

場̂
圆
體
の
市
場
で
は
な
い

〒
.
i 

’

i1:

ハ
•:
■:

『

是
等
國
王

Q

許
可
は
.ご
個
の
ダ
マ
ィ
ン
デ
又
は
.
—
個

ん

藤

ゼ

節

辦

綴

へ

ら

れ

た

も
の
で
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J

M

五
ふ
、

な

f
て
常
-，
俗
界
又
は
：宗

敎

界

の

個

人

的

權

カ

に

與

へ

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

、故

に

凡

く 

r
の 

市

場

は

§

定

ま

っ

た

市

®
主

を

持

8

而

b 

T是
等

市

場

^

霞

人

圓

體

の

定

住

に

對

し
 

て
實
際
權
力
に
甚
く
法
俥
的
保
護
の
必
顆
は
農
村
聚
落
の
形
成
に

M
求
知
の
も
の

で

あ
る
、是 

等
商

H

業

的

團

體

の

，
固

體

的

協

力

を

以

，
っ

T
も
其
の
：目
的
を

i
,す
る

_
を

得

な

い

、
故

に

.'市

場 

交
易
並
び
に
市
場
商
エ
業
漭
の
定
住
に
は
權
力
者
の
保
課
が
必

0

で
あ
っ
た
、斯
く
て
ラ
ィ
ン 

右

I

©

逸
中
世
商
業
郤
市
は
例
外
な

. 

< 國
王
貴
族
の
宮
廷
、館
又
は
城
塞
ビ
ン

.
5
フ
の
敎
會 

「

：
：
又
傲
院
所
在
の
地
に
機
從
し
て

.ゐ
る
、市
場
交
易

S

市
場
定
住

W
體ヾ

」

は
是
等
の
地
に
於
い
て 

充
分
な
る
保
謎
を
得
る
政
治
的
經
濟

的

權

カを

見

出

し

た

⑷

斯

ぐ

の
如
き
性
質
よ
ぅ
し
て
新
市
場
は
常
に
其
地
に
舊
來
の
聚
落
圈
體
の
あ
る

所

に

_

©

'
さ
れ
る
、

こ
の

よ
り

古
き
聚
落

こ
そ

新
し
ぐ
市
場
の
開
設
よ
り
生
じ
た
都
市
に
其
の
名
稱
を
授 

，•
け
る
も
の
で

S

例
へ
ば
エ
ド
ニ
ド
•シ
ュ
レ
エ

—
デ
ル
に
よ
れ
ば
レ

I

ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
、ア
ゥ 

:「

;.
:
ブ
ス
ブ
ル
ク
、ス
ト
デ
ス
プ
ル
ク
等
の
都
市
ど
し
て
の
名
稱
は

diu stat z
e

 R
e
g
e
n
e
s
b
u
r
c
,

 

O
u
g
e
s
b

弓 

s
t
r
a
z
o
u
r
c
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落
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蛱
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史
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も
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れ
る
、然
る
に
丰

V

し
て
商
工
業
：准

活

者

1 ,.:

地
域
的
圓
體 

を
認
め

る

ざ.云

ふ

現
象
は
全
：然
之
れ
ご
^

係

'-
0
な
い
事
で
あ
る
、前
に
一
言
せ
る
が
如
ぐ
今
日 

す

6
な
ほ
之
れ
ざ
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營
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濟
的
現
象
の
法
制
論
で
あ
る
_、市
場
を
中
心
ど
し
て
聚 

落
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違

0

歷
然
た
る
を

¥
 

む
る
で
あ
ら
ぅ
。
農
村
圓
體
に
於
い
て
は
圈
體
を

.代
表
、支
配

'す
る
，公

.共
的
行
政
機
_
は

 

ー
A
 

の
役

人
の
形
式
を

i

る
即
ち
地
方
に
よ

つ

て

名

稱
は
異

る
が

B
a
u
e
r
m
e
i
s
t
e
r
,

 

H
u
p
n
e
,

 

Z
e
n
d
e
r

 

H
d
m
b
u
r
g
e
,

 

M
a
l;n
.
*
r
,

 

s
c
h
l
e
f
s
s
,

 

G
r
e
f
e

い
づ
れ
も
同

一

の
地
位
を
占
め
る
、之
に
對
し
て
挪
技
の

^
 

B

は
祓
數
的
な

0

擧
に
よ
る
委
員
會
ラ
ー
ト
で
あ
る
。

M

に
シ
ユ
タ
ッ
ト
ラ
ー
ト

J

丑
®
次
 

中
'®

利

7I
-Jff
l
織
中
の

有

力
な
る
分
子
で
な
け
れ

ば

な
、ら

な

い
。

こ

の
關
係
を
如
何
に

チ
リ
ーユェ
 

ル「

は
解
釋
す
る
，か、彼
：に
従
へ
ば
市
場
聚
落
團
體
か
ら
發
生
し
た
も
の
、
如
ぐ
で
あ
る
、マ

y
ク
 

ト
ア
ン

f

ド
ル
ン

'V

よ
り

•成
立
‘し
た
都
市
に
於
い
て
は
ラ

ー

ト
の
へ
紐
織
を
見
る
が
羅
坶
ギ 

市
に
於
し
て
は
其
以
前
；に
痕
跡
を
す
ら
見
出
す
事
は

.困
難
で
あ
る
。
即

«

^

都
R

こ
4
、
、
て
 

は
系
ー
フ
第

1-
1
I
-l
b

紀
末
以
贫
に

-フー

ト
を
見
出
し
得
な
い
、

s
c
h
6
f
f
e
n
k
o
H
e
g
】 .
u
m

の

tt
哉

o

J
-l
h'I
M 

し
た
地
に
於
い
て
は
そ
の
，發
生
は
；史
に
遲
れ
て
ゐ
る
、ヶ
ェ
ル
ン
に
於
ぃ
て
は
第
十
三

0

紀
中 

葉
ボ
ン
、コ
ブ
レ
ン
ツ
に
於
い
て
は
同
世
紀

.末
、ト
ジ
エ
ル
に
あ
つ
で
は
J

三
〇
三
年
初
め
て
ラ 

1

卜
の
發

.»
を
見

.
た
、し
か
も
羅
塢

.»
市
に
於
ぃ
て
ラ

ー

ト
發

.生
の
特
色
，
、

」

も
云
ふ
可
き
は
其

の
發
祥
が
常
に
革
新
的
現
象
で
革
命
的
性
質
を
帶
び
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。

.
之

に
反

’し
て
市
場
聚
落
圓
體
_ょ

P

發
生
し
た

(

或
は

し

た
ビ
思
は
れ
る

)

都
市
に
あ
ぅ
て
は
ラ 

1

ト
龃

2

 

i

 

s

 

Q
.

中
に
現

s

 

* 

e

 

?

に
就

い

て

f

れ
る
所

％

な
い
、こ
の
發
生 

に
就
い
て

i

配

I

市
權
ヵ
者

.

」

の
抗
爭
は
あ
る

I

れ
は
，羅
竭
都
市
|

合
に
於
け
る 

ヵ
如
ぐ
生
存
的
鬪
爭
で
な
ぐ
て
國
家
的
權
カ
ど
地
方
圓
體
的
權
カ

…

の
權
能
範
圍
に
っ
い
て 

，の

抗

菌

で

あ

っ

た
ラ

丨
ト
が
適
法
の
地
方
圓
體
的
機
關
で
あ
る
事
に
は

疑
が
な
い
、そ

の
存
在 

,
權
に
っ
い
て
は
毫
も
怪
し
ま
れ
て

ゐ
な

か
っ
た

.の
で
あ
る
。
此
の

ラ—

ト

組
織
が
舊

來
の
圈 

體
紐
賴

4
鬪
爭
し
た
形
跡

.は
毫

.も
な
い
、市
場
聚
落
圓
體
の
地
に
あ
っ
て
は
、故
に
、ラ
ー
ト
龃

® 

は
傅
襲
的
在
在
か
又
：は

(

同
：
‘質的
制
度
の

)

永
き
漸
次
的
發
展
の
結
娘
に
外
な
ら
な
い
、羅
馬
都
市 

'に
見
る
が
如
き
革
新
的
革
命
的
现
象
で

は
な
.か

^

た
。

ラ
ー
ト
組
織
の
發
生
：に
關
す
る
研
究
は
都
市
史
研
究
中
最
も
多
大
.の
興
味
を
ょ
せ
ぅ
る
所 

2

る、し
か
る
に
中
世
初
期
の
ラ

I

發
生
重
大
期
間
に
っ
い
て
は
記
錄
的
に
報
せ
ら
れ 

る
所
が
全
ぐ
無
い
の
で
あ

I

に
於
い
て
か
是
等
の
間
題
に

®]
し
，では
合

a
的
な

t

則
に
梁 

っ

0.
外
は
な
い
。

f
一十
5
 

( 

5

1

惠
ヒ
都
市

I
 

第
十
5

六
九



5
一
十I#

 

C
IrL
o
o)

市
場v

都
市
發
生
：

 

0
i 
0 

七
〇
；

义

1
-チュ

,
ル
に
從
へ
ば
農
村
が
獨
頭
的
王
政
的
.組
織
を
有
す
る
所
以
は
村
落
の
發
生
が
家 

族
、僚
，友

的

結

合

を

.以
つ
て
互
に

„
圈

結

し

た

共

”同
函
體
即
ち
ジ
グ
べ
に
碁
ぐ
が
故
に

3t
の
圆
職 

行
政
の
龃

^

は
：圈
體
の
：择
考
又
は

.指
揮
者

‘を
：獨「

裁
.考
に
：
し

た

王

政

的

組

轉

が

：成
立
.す

る

の

で 

あ
る
、又
若
し
領
主
：

の
：：

莊
園
內
に
泛
生
し
た
杖
落
に

Pっ

^

て
は
其

^

王
：
.政
：的

a

織
の
說
明
は
な 

ほ

I
:

層
簡

m

で
'
*
る
。
；然
る

-
に
' 
市
場
：聚
落
の
圈
體
に
あ
り
て
は

,」

.の..

(6
1
族
的
關
係
は
勿
論
又 

は
糖
友

.的
團
：結

す

ら

其

の

.

.最
：初
：に3

f

む
事
：は
1
不

可

能

：で

あ

る

、蓋
：し

初

期

の

來

住

漭

は

，決
し
-て 

特

定

0
狹

い

地

域

.，か

ら

移

：
つ

た

人

々

で
«

«.
か
つ
た
，こ
、
に
：來
住
：者
相
互
間
の
，信
賴
知
識
の

. 

缺
乏
が
あ
り
、外
に
は
、適
當
な

‘

單
一
の
代
表
者
行
政

.者
を
見
出
し
得
な
か
つ
た

M

故
.に
市
場 

ij
體
は
最
初
は
何
等
機
關
を
組
織
す
る
に
到
を

t

し
^
此

0
聚
落
國
體
總
.體
が
園
體
機
關
で 

办

0
.
'た.、斯
ぐ
の
如
き
性
質

©
,園

體

は

、都

市

團

：.體
.を
記

述
し
一
た
»
:逸
.：最
古
の
諸
記
銻
ハ
，ル
ベ
ル 

シ
ュ
タ
ッ

‘
ト、ク
エ
ド
リ
ン
ズ
ル
ク
の

m
e
r
c
a
t
o
r

ro:
s

ブ
レ
ー
メ

ゾ

の

0.
く
.̂B

r
e
m
e
n
s
e
s

に
對
す
る 

特
許
狀

•の
中
に
現
は

.れ
る
、之
に
は
特
殊

^
.圓
體
，代
表
の
、宫
省
は

-な
ぐ

.全
市
：
.民u

-a.versitas'civium 

が

同

時

に

，
團

體

機

關

：

で

あ
：
る
。
然

か
*
れ

«■
も
、
か

、-
る
，
狀
®

が
永
き
：

T
瓦

.
-P
て
.繼
_續

せ

，
ざ

る

は

- 

當
然
で

'办
る
、固
體
的

〗

事
務
；

如

R

つ
"れ
へ
て.：
個

々

.
の
 > 
問
題
运
味
進
ん
で
は
常
在
の
行
政
妁
切

%

\

I
I

!•：

1

1

1
I
|

1

I

1

顯

|

1

8

|

1

1

題
を
闺
體
民
の
代
表
的
委

.員

.に
委
ね
る

®
:ざ
な
.つ
：
た
。
：
が

其

の

初

：め
.
’に

於
い
て
は
、こ
の
#
員 

會
は

v

t
上
官
廳
的
權
力
を
有
す
る
も
の
で
な
く
て
、單
な
：石
、市
民
..の
全
體
的
意
思
ず
を
遂
行
す 

る

機

關

に

止

ま

り

、外
：部
：
に

對

す

る

團

體

代

，表

の

^

一

 

の「

機
關
ゅ
依
：然
市
民
全
體
で

办

つ
た
ヰ 

し

，か

し

か

、

る

〗

，狀

態

ょ

ぅ
.漸
次

'實
質
的
宵
廳
鈕
織
：が
發
展
し
て
，來

「

た
.の
は
，時
の
經
過
に
ょ
る 

も
の
で
、第
十
一
一
世

.：紀
初
め
：の：此
，の
狀
態
は
同
世
紀
の
多
ぐ
の
都
市
法
制
の
中
に
避
等
の
發

M

'が

1

元
成
し
た
事
實
を

.示
し

?

エ.：スト、メ
エ
デ
パ
ッ

>'
、ハム

y

ッ 

フ
シ
ユ
タ
ッ
ト
、パ

ー

ヶ
ナ
ウ
、
 

フ
ー
フ
冲
ブ
ル
：ク、ぐ
ム

-
ブ
ル
タ

'
、
'
 ュ
丨
ベ
ッ
ク
の
諸
：市

)

^
に
同
世
紀
末
に
は
伊
太
利
語
ょ
り
入 

つ：た
コ
ン
ス

I

レスー

(

n
o
l
e
s

)

が

®

に
用
ひ
ら
れ

•第
十
三
世
紀
の
：中
葉
’に
は
遂
に
ラ
ー

ト
が 

IE
-
’规
の
‘
都

市

官

廳

V」

し

て
' 
出
現
し
て
ゐ

.
た
W 

'

.
以
上
が
ツ

I
チ

5

ル

の
ぇ
丨
ト
發

生
論
で

.
あ
：る
、
シ

ュ，

モ
ラ
ァ
は
リ

I
チ
5

ル
が
主
ど
し
て

. 

ダ

.
ル

フ
''i
i
:
:
家
.の
都
市

#
許

に

つ
い
て
ラ
ー
ト
«
織
を

論
じ
た

®
を
非
難
し
、皿

馬
■
市
に

も，

是
等
同
じ
ぐ
發
生
し
て
：來
で
心
た
市
民
の

' 市
政
參
與

U
關
：す
を
過
渡
的
現
象
を
無
視
し
た

- 

&

を
»

«'
ご
し

^
.ゐ
.
.る
(b
)

：ゝ

1.
.
V
-
-

 

'
 

.
 

-
 

I
.
.
-
. 

■

■'
.
-

■
. 

.

1.
.

笫T1.

十
.
5
. 

2五
0
1
> 

市
場
せ
都
市
發
纽

.

m
十
j

上



p

'筋ニ十

_5-c i

五
Q-
ニ)

市
繁
都
墓
坐

• 

银

こ

ぼ

.
-ニ
 

以
上
に
し
て
！

チ
ユ
エ
グ
の
市
場
法
的
都
市
發
達
論
：は
大
體

3?
を
漩
し
た
ヾ」

考
へ
ら
れ
る
。

彼
の
研
究
上
の

*'

績
は
獨
逸
都
市
發
生
の
諸

'
傾
向
中
市
場
開
，設
に
負

ふ

一

傾

向

.
を

類

別

し

も

M
に

あ

る
彼

ガ

果

し

て

こ

の

傾

向

の.み

を

全

傾

向
^:
最

も
®

要

な
も

の

^
し
た
か

否

か

は
疑

 

間

力

あ
‘る
羅
，馬
罚
市
の
影
響
に
就
い
て
は
彼
は
決
し
て

其
の

®

要
性
を
看
過
し
て
ゐ
な
い
捕 

羅
馬
都
市
內
に
行
は
れ
る
恐
ら
ぐ
は
斷
片

的

法
規

£

設
市
場
の
市
場
法
規

i

の
間
に
連
絡 

の
#

在
す
る
を
承
認
し
乍
ら
其
の
說
明
又
は
擧

0
に
於
い
て
乏
し
い
の
は
全
ぐ
遺
慽
な
點
で 

あ
る
、
彼

の
後
に
市
場
法
錄
を
：此
の
羅
馮
都
市
に
も
擗
張
し
て

解
釋
せ
ん

ど
し
た

者

が

あ

る

。

K

 

Beyerle: 

Ggdherrschaft 

I
 Hoheitsrechte des Hschcfs von Konstanz in 

A
r
b
o
p

Keussen: 

Topographfe 

der s
t
a
d
t
o
s
l
n

J
'
Hausen ::stadterweiterl, 

stadtbcltiggg, 

s
t
a
d
j

 t i
m

 Mitteler.

殊

丨

：マ

ィ

ユ

ル

の

.主

■張

は

f

艰

利

市

に

於

.け
る

商

工

業

的

市

場

聚

落

の

設
置
を
カ
說
す
る

が 

W
a
k
e
j

 

Geilach : 

K
l
c
h
e

 

B
l
r
k
l
e
n

 zu neuen 

u
l
s
u
c
h
u

尸
e
p 

f
 

r die A
n
&
g
e

 der I
t
e

 

i
m

 

X
I
X

 

T. 

G. 
3:, 

Heft V

J
rj
i i
卜

は
其
の
妥
當
を
否
定
し
て

^
.る
。

要
之
、ジ
ー
ク
フ
ジ
イ
ド

.ソ
ー
チ
ュ

H

ル
の
研
究
は
都
市
法
制
史
の
研
究
に
於
い
て
其
の
方
法 

正
®
を
得
て
ゐ
る
も
の
、
如
ぐ
で
あ
る
、彼
は
フ
ォ
ン
•ベ
ロ
オ
の
ヒ
ン
ト
に
於
い
て
部
市
を
一 

つ
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
：？
し

'た
目
標

0
下
に
丨
研

.鄭
を
進
め
た
、都
市
法
制
の
本
髓
を
ゲ
マ
イ
ン
デ
た 

る
事
士
共
に

E
に
そ
の
ゲ
マ
イ
ン
フ
ヱ
ル
フ
ァ
ッ
ス
ン
ダ
に
求
め
た
，中
世
都

.市
が
他
の
組
戰

VJ 

異
な
る
特

'
®
は
酿
に

nL
®

し
た
が

^

中
最
も
尤
な
る
も
の
は
市
會

«1
織
で
あ
ら
ぅ
、こ
の
委
員 

會

fl
行

政

組

織

を

都

市

，の

特

質

占

し

'て
研
究
し
た
所
に
、マ
火
ク
ト
レ
ヒ
ト
に
规
定
さ

X
る

# 

殊
的
法
湘
圏
體
と
し
て
市
場
、並

.び
に
市
場
聚
落
圓
體
を

.見
出

：し
た
、從
つ
て
彼

は

其

の

發

展

傾 

向

.に
於
け
：る
同
起
謂
を
立
證
す
る
に
勉
め
た
。
故
に
彼
に
從
ベ
ば
都
市
法
制
は
こ
の
マ
ル
ク 

ト
レ
ヒ
卜
の
特
殊
，法制

.團
體
か
，ら
、換

言

す

れ

ば

市

場

團

體

の

#
.
殊
法
制
か
ら
生
れ
た
の
で
あ 

つ
て

^
'市
'が
市

％

か

、ら
發
生
し
た
，の
で
は
な
い
、市
場
法
マ」

市

.場
其

も

の

、
本

質

的

傾

^

は
彼 

の
論
す
る
要
岛
；で
は
な
し
故
に
彼
の
學
說
に
あ
つ
て
は
都
市
ど
市
場

€

の
有

-1
^
嘱
^
は
說 

明
せ
，ら
れ
な
い
の
で
あ
る
、̂
に
其
名
を
市
場
法
說
と
云
ひ
マ
ル
ク
ト
市
場
な
る
冠
辭
を
布
す 

る
事
か
ら
屢
丨
彼
の
理
偷
に
都
市
き
市
場
ふ
の
轉
濟
的
關
係
が
論
證
さ
れ
な
い
の
を

.難
：b

又

第
二
十
一
翁

a

五〇
：.
§ 

.
市
f

都
市
發
生

. 

第
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號
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三



S

1
十一

卷

(

I
2L
0
四)

ミ
都
市
發
生

.

, 

名
卜j

运

JU-.

は「

-
«
'經
濟
的
立

.場
か

&

«
市
：
i
市
場
の

'發
生
的

i]
係
於
逆

.に「

解
_

すーる

(

ゾ
A \

ル
ト}、®

す
る 

に，.リ
ー
チ
ュ

n

ル
.
は
經
濟
的

.現

.象
な
る
，市
場
の

r
l
:字を

-其
.の
•
•學
說
の
！g

辭
‘ょ
す
る
が
故
に

.：こ
の

. 

不
幸
を

.み
る

®
で
“

。

.

:

.

.經

.濟
學
的
立
每

4
シ
云
：
.
へ
ば
：ゾ
ム
バ
，
ト
の

«
伐
說
戰
に

«
市
：發

.生
の
要
因
を
見

.出
す
で
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